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    規     則 

和歌山県規則第17号 

和歌山県立なぎ看護学校学則の一部を改正する規則を次のように定める。 

令和2年3月27日 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸  

和歌山県立なぎ看護学校学則の一部を改正する規則 

和歌山県立なぎ看護学校学則（平成7年和歌山県規則第4号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

 

 

 

 

 

県 章 

発行 和   歌   山   県 

和歌山市小松原通一丁目 1番地 

毎週火、金曜日発行 和歌山県報 

改 正 後 改 正 前

（試験及び成績評価） （試験及び成績評価）
第10条 学校長は、授業科目の単位又は履修を認 第10条 学校長は、授業科目の単位又は履修を認

定するため試験（実習評価を含む。以下この条 定するため試験（実習評価を含む。以下同じ。
において同じ。）を行う。 ）を行う。

2 ～ 7 略 2 ～ 7 略

（入学前の既修単位の認定） （入学前の既修単位の認定）
第13条 略 第13条 略
2 学校長は、社会福祉士及び介護福祉士法（昭 2 学校長は、社会福祉士及び介護福祉士法（昭
和62年法律第30号）第40条第 2 項第 1 号の規定 和62年法律第30号）第39条第 1 号の規定に該当
に該当する者について、本人からの申請に基づ する者について、本人からの申請に基づき個々
き個々の既修の教育内容を評価し、現に在学す の既修の教育内容を評価し、現に在学する看護
る看護学校に入学する前に同号の規定により指 学校に入学する前に同号の規定により指定され
定されている学校又は養成施設において履修し ている学校又は養成施設において履修した科目
た科目（社会福祉士介護福祉士養成施設指定規 （社会福祉士及び介護福祉士法施行規則等の一
則（昭和62年厚生省令第50号。以下この項にお 部を改正する省令（平成20年厚生労働省令第42
いて「養成施設指定規則」という。）別表第 4 号）による改正前の社会福祉士介護福祉士学校
人間と社会の項、社会福祉士介護福祉士学校指 養成施設指定規則（昭和62年厚生省令第50号）
定規則（平成20年文部科学省・厚生労働省令第 別表第 4 基礎分野の項、社会福祉士介護福祉士
2 号）別表第 4 人間と社会の項又は社会福祉士 養成施設指定規則（昭和62年厚生省令第50号）
及び介護福祉士法施行規則等の一部を改正する 別表第 4 人間と社会の項又は社会福祉士介護福
省令（平成20年厚生労働省令第42号）による改 祉士学校指定規則（平成20年文部科学省・厚生
正前の養成施設指定規則別表第 4 基礎分野の項 労働省令第 2 号）別表第 4 人間と社会の項に掲
に掲げるものに限る。）の教育内容が当該看護 げるものに限る。）の教育内容が当該看護学校
学校における教育内容に相当すると認めるとき における教育内容に相当すると認めるときは、
は、当該科目に相当する科目を当該看護学校に 当該科目に相当する科目を当該看護学校におい
おいて履修したものとみなすことができる。 て履修したものとみなすことができる。

3 略 3 略

（入学の手続） （入学の手続）
第18条 前条第 1 項の選考により合格となった者 第18条 前条第 1 項の選考により合格となった者

は、所定の期日までに保証人を定め、誓約書（ は、所定の期日までに保証人を定め、誓約書（
別記第 3 号様式）に所定の入学金の額に相当す 別記第 3 号様式）に所定の入学金の額に相当す
る価額を表示する証紙を貼り付けて入学手続を る価額を表示する証紙を貼り付けて入学手続を
しなければならない。ただし、第21条の 2 の規 しなければならない。
定による入学金の の申請を全部又は一部の免除
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したときは、証紙を貼り付けることを要しない
ものとする。

2 ・ 3 略 2 ・ 3 略

（既納の入学考査手数料及び入学金） （既納の入学考査手数料及び入学金）
第21条 既に納付した入学考査手数料及び入学金 第21条 既に納付した入学考査手数料及び入学金

は、返還しない。ただし、大学等における修学 は、返還しない。
の支援に関する法律（令和元年法律第 8 号）第
8 条第 1 項の規定により知事が授業料等減免対
象者と認定した者の入学金については、この限
りでない。

（入学金及び授業料の減免等）
第21条の 2 知事は、大学等における修学の支援

に関する法律の規定に基づき、入学金及び授業
料の全部若しくは一部を免除し、又はその徴収
を猶予することができる。

第21条の 3 大学等における修学の支援に関する
法律第12条第 1 の規定により、授業料等減免項
対象者としての認定を取り消された者は、学校
長が別に定める期日までに授業料を納付しなけ
ればならない。

第21条の 4 第18条及び前 3 条に規定するものの
ほか、入学金及び授業料の減免等に関し必要な
事項は、別に定める。

（転入学） （転入学）
第22条 他の看護師学校養成所（法第21条第 2 号 第22条 他の看護師学校養成所（法第21条第 1 号

の学校及び同条第 3 号の看護師養成所をいう。 の学校及び同条第 2 号の看護師養成所をいう。
以下同じ。）から看護学校に転入学しようとす 以下同じ。）から看護学校に転入学しようとす
る者は、転入学願に入学考査手数料及び別に定 る者は、転入学願に入学考査手数料及び別に定
める書類を添えて、学校長に提出しなければな める書類を添えて、学校長に提出しなければな
らない。 らない。

2 ・ 3 略 2 ・ 3 略
4 第18条から前条までの規定は、転入学に準用 4 前 4 条の規定は、転入学に準用する。
する。

（退学） （退学）
第27条 学生は、病気その他やむを得ない事情に 第27条 学生は、病気その他やむを得ない事情に

より退学しようとするときは、その理由を記載 より退学しようとするときは、その理由を記載
した書類に保証人と連署し、これを学校長に提 した書類に保証人と連署し、これを学院長に提
出し、その許可を受けなければならない。 出し、その許可を受けなければならない。

2 略 2 略

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別記第2号様式中 

 

附 則 

（施行期日） 

1 この規則は、令和2年4月1日から施行する。ただし、第10条第1項、第13条第2項、第22条第1項及び第2

7条第1項の改正規定は、公布の日から施行する。 

（準備行為） 

2 この規則による改正後の和歌山県立なぎ看護学校学則（以下この項において「新規則」という。）に

よる入学金及び授業料の減免等の実施に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施行前においても、

新規則の規定の例により行うことができる。 

 

和歌山県規則第18号 

和歌山県立高等看護学院学則の一部を改正する規則を次のように定める。 

令和2年3月27日 

「 高 等 学 校
「 高 等 学 校 」を に改める。

中等教育学校 」
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和歌山県知事 仁 坂 吉 伸  

和歌山県立高等看護学院学則の一部を改正する規則 

和歌山県立高等看護学院学則（平成9年和歌山県規則第23号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改 正 後 改 正 前

（職員の組織）（職員の組織）
第 3 条 学院に、学院長 1 名、副学院長 1 名、事 第 3 条 学院に、学院長 1 名、副学院長 1 名、事

務長 1 名、事務長代理 1 名、教務主幹 1 名、教 務長 1 名、事務長代理 1 名、教務主幹 1 名、総
務主任 2 名以上、専任教員10名以上（実習調整 括教務主任 1 名、教務主任 3 名、専任教員17名
者 2 名を含む。）、事務職員 2 名その他必要な 以上（実習調整者 3 名を含む。）、事務職員 2
職員を置く。 名その他必要な職員を置く。

（課程及び学科） （課程及び学科）
第 5 条 学院に次の課程及び学科を置く。 第 5 条 学院に次の課程及び学科を置く。

課 程 学 科 課 程 学 科

看護専門課程 看護学科 看護専門課程 看護学科一部

看護学科二部

略 略

2 看護学科は 3 年課程全日制とし、助産学科は 2 看護学科一部は 3 年課程全日制とし、看護学
1 年課程全日制とする。 科二部は 2 年課程定時制とし、助産学科は 1 年

課程全日制とする。

（学生定員） （学生定員）
第 6 条 各学科の学生定員は、次のとおりとする 第 6 条 各学科の学生定員は、次のとおりとする

。 。

学科 入学定員 総定員 学科 入学定員 総定員

看護学科 略 略 看護学科一部 略 略

看護学科二部 35人 1 0 5人

略 略 略 略 略 略

（修業年限） （修業年限）
第 7 条 修業年限は、次のとおりとする。 第 7 条 修業年限は、次のとおりとする。

学 科 修業年限 学 科 修業年限

看護学科 略 看護学科一部 略

看護学科二部 3 年

略 略 略 略

（在学期間） （在学期間）
第 8 条 看護学科の在学期間は、 6 年を超えるこ 第 8 条 看護学科一部及び看護学科二部の在学期

とができない。 間は、 6 年を超えることができない。
2 略 2 略

（休業日） （休業日）
第11条 休業日は、次に掲げるとおりとし、休業 第11条 休業日は、次に掲げるとおりとし、休業

日には授業を行わないものとする。 日には授業を行わないものとする。
～ 略 ～ 略(１) (３) (１) (３)

各学科ごとに次の表に掲げる夏期休業日、 各学科ごとに次の表に掲げる夏期休業日、(４) (４)
冬期休業日及び春期休業日 冬期休業日及び春期休業日
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学科 夏期休業日 冬期休業日 春期休業日 学科 夏期休業日 冬期休業日 春期休業日

看護 略 略 略 看護 略 略 略
学科 学科

一部

看護 7 月21日か 12月25日か 3 月21日か
学科 ら 8 月31日 ら 1 月 7 日 ら 4 月10日
二部 まで まで まで

略 略 略 略 略 略 略 略

2 略 2 略

（教育内容等） （教育内容等）
第14条 看護学科及び助産学科の教育内容、授業 第14条 看護学科一部、看護学科二部及び助産学

科目、単位数及び授業時間数は、別表第 1 及び 科の教育内容、授業科目、単位数及び授業時間
別表第 2 のとおりとする。 数は、別表第 1 から別表第 3 までのとおりとす

る。

（試験及び成績評価） （試験及び成績評価）
第15条 学院長は、授業科目の単位又は履修を認 第15条 学院長は、授業科目の単位又は履修を認

定するため試験（実習評価を含む。以下この条 定するため試験（実習評価を含む。以下同じ。
において同じ。）を行う。 ）を行う。

2 ～ 7 略 2 ～ 7 略

（卒業の認定及び称号の授与） （卒業の認定及び称号の授与）
第17条 略 第17条 略
2 略 2 略
3 学院長は、看護学科の卒業の認定をした学生 3 学院長は、看護学科一部及び看護学科二部の
に対して卒業証書（別記第 1 号様式）及び専門 卒業の認定をした学生に対して卒業証書（別記
士（医療専門課程）の称号を授与する。 第 1 号様式）及び専門士（医療専門課程）の称

号を授与する。
4 略 4 略

（入学前の既修単位の認定） （入学前の既修単位の認定）
第18条 学院長は、学院に入学する前に、次に掲 第18条 学院長は、学院に入学する前に、次に掲

げる学校等において履修した保健師助産師看護 げる学校等において履修した保健師助産師看護
師学校養成所指定規則（昭和26年文部省令厚生 師学校養成所指定規則（昭和26年文部省令厚生
省令第 1 号）別表第 3 に規定する教育内容のい 省令第 1 号）別表第 3 及び別表第 3 の 2 に規定
ずれかに相当する科目を有する者について、本 する教育内容のいずれかに相当する科目を有す
人からの申請に基づき個々の既修の教育内容を る者について、本人からの申請に基づき個々の
評価し、当該科目の教育内容が学院における教 既修の教育内容を評価し、当該科目の教育内容
育内容に相当すると認めるときは、当該科目に が学院における教育内容に相当すると認めると
相当する科目を総取得単位数の 2 分の 1 を超え きは、当該科目に相当する科目を総取得単位数
ない範囲で学院において履修したものとみなす の 2 分の 1 を超えない範囲で学院において履修
ことができる。 したものとみなすことができる。

～ 略 ～ 略(１) (11) (１) (11)
2 学院長は、社会福祉士及び介護福祉士法（昭 2 学院長は、社会福祉士及び介護福祉士法（昭
和62年法律第30号）第40条第 2 項第 1 号の規定 和62年法律第30号）第39条第 1 号の規定に該当
に該当する者について、本人からの申請に基づ する者について、本人からの申請に基づき個々
き個々の既修の教育内容を評価し、学院に入学 の既修の教育内容を評価し、学院に入学する前
する前に同号の規定により指定されている学校 に同号の規定により指定されている学校又は養
又は養成施設において履修した科目（社会福祉 成施設において履修した科目（社会福祉士及び
士介護福祉士養成施設指定規則（昭和62年厚生 介護福祉士法施行規則等の一部を改正する省令
省令第50号。以下この項において「養成施設指 （平成20年厚生労働省令第42号）による改正前
定規則」という。）別表第 4 人間と社会の項、 の社会福祉士介護福祉士学校養成施設指定規則
社会福祉士介護福祉士学校指定規則（平成20年 （昭和62年厚生省令第50号）別表第 4 基礎分野
文部科学省・厚生労働省令第 2 号）別表第 4 人 の項、社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則
間と社会の項又は社会福祉士及び介護福祉士法 （昭和62年厚生省令第50号）別表第 4 人間と社
施行規則等の一部を改正する省令（平成20年厚 会の項又は社会福祉士介護福祉士学校指定規則
生労働省令第42号）による改正前の養成施設指 （平成20年文部科学省・厚生労働省令第 2 号）
定規則別表第 4 基礎分野の項に掲げるものに限 別表第 4 人間と社会の項に掲げるものに限る。
る。）の教育内容が学院における教育内容に相 ）の教育内容が学院における教育内容に相当す
当すると認めるときは、当該科目に相当する科 ると認めるときは、当該科目に相当する科目を
目を学院において履修したものとみなすことが 学院において履修したものとみなすことができ
できる。 る。
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3 略 3 略

（入学資格） （入学資格）
第20条 看護学科に入学することができる者は、 第20条 看護学科一部に入学することができる者

学校教育法第90条第 1 項に該当する者とする。 は、学校教育法第90条第 1 項に該当する者とす
る。

2 看護学科二部に入学することができる者は、
学校教育法第90条第 1 項に該当する者で准看護
師の免許を有する者又は准看護師の免許を得た
後 3 年以上看護業務に従事している者とする。

2 略 3 略

（入学志願手続） （入学志願手続）
第21条 看護学科に入学しようとする者は、学院 第21条 看護学科一部に入学しようとする者は、

長の定める期日までに、入学願書（別記第 2 号 学院長の定める期日までに、入学願書（別記第
様式）に入学考査手数料及び別に定める書類を 2 号様式）に入学考査手数料及び別に定める書
添えて、学院長に提出しなければならない。 類を添えて、学院長に提出しなければならない

。
2 略 2 略

（入学の手続） （入学の手続）
第23条 前条第 1 項の選考により合格となった者 第23条 前条第 1 項の選考により合格となった者

は、所定の期日までに保証人を定め、誓約書（ は、所定の期日までに保証人を定め、誓約書（
別記第 4 号様式）に所定の入学金の額に相当す 別記第 4 号様式）に所定の入学金の額に相当す
る価額を表示する証紙を貼り付けて入学手続を る価額を表示する証紙を貼り付けて入学手続を
しなければならない。ただし、第26条の 2 の規 しなければならない。
定による入学金の全部又は一部の免除の申請を
したときは、証紙を貼り付けることを要しない
ものとする。

2 ・ 3 略 2 ・ 3 略

（既納の入学考査手数料及び入学金） （既納の入学考査手数料及び入学金）
第26条 既に納付した入学考査手数料及び入学金 第26条 既に納付した入学考査手数料及び入学金

は、返還しない。ただし、大学等における修学 は、返還しない。
の支援に関する法律（令和元年法律第 8 号）第
8 条第 1 項の規定により知事が授業料等減免対
象者と認定した者の入学金については、この限
りでない。

（入学金及び授業料の減免等）
第26条の 2 知事は、大学等における修学の支援

に関する法律の規定に基づき、入学金及び授業
料の全部若しくは一部を免除し、又はその徴収
を猶予することができる。

第26条の 3 大学等における修学の支援に関する
法律第12条第 1 項の規定により、授業料等減免
対象者としての認定を取り消された者は、学院
長が別に定める期日までに授業料を納付しなけ
ればならない。

第26条の 4 第23条及び前 3 条に規定するものの
ほか、入学金及び授業料の減免等に関し必要な
事項は、別に定める。

（転入学） （転入学）
第27条 他の看護師等養成所（法第20条第 1 号及 第27条 他の看護師等養成所（法第20条第 1 号及

び法第21条第 2 号の学校、法第20条第 2 号の助 び法第21条第 1 号の学校、法第20条第 2 号の助
産師養成所又は法第21条第 3 号の看護師養成所 産師養成所又は法第21条第 2 号の看護師養成所
をいう。以下同じ。）から学院に転入学しよう をいう。以下同じ。）から学院に転入学しよう
とする者は、転入学願に入学考査手数料及び別 とする者は、転入学願に入学考査手数料及び別
に定める書類を添えて、学院長に提出しなけれ に定める書類を添えて、学院長に提出しなけれ
ばならない。 ばならない。

2 ・ 3 略 2 ・ 3 略
4 第23条から前条までの規定は、転入学につい 4 前 4 条の規定は、転入学について準用する。
て準用する。

別表第 1 （第14条関係） 別表第 1 （第14条関係）
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別記第1号様式（その1）を次のように改める。 

 

 

 

 

看護学科 看護学科一部

略 略

別表第 2 略

別表第 2 略 別表第 3 略
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別記第1号様式（第17条関係） 
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「 高 等 学 校
「 高 等 学 校 」を に改める。

中等教育学校 」

「 高 等 学 校
「 高 等 学 校 」を に改める。

中等教育学校 」

別記第2号様式中「看護学科一部」を「看護学科」に、 

 

 

別記第3号様式中 

 

附 則 

（施行期日） 

1 この規則は、令和2年4月1日から施行する。ただし、第15条第1項、第18条第2項及び第27条第1項の改

正規定は、公布の日から施行する。 

（準備行為） 

2 この規則による改正後の和歌山県立高等看護学院学則（以下この項において「新規則」という。）に

よる入学金及び授業料の減免等の実施に関し必要な手続その他の行為は、この規則の施行前においても、

新規則の規定の例により行うことができる。 

（経過措置） 

3 この規則による改正後の規定（第26条の2から第26条の4までの規定を除く。）は、令和2年度以降に入

学又は転入学した者に適用し、令和元年度以前に入学又は転入学した者については、なお従前の例によ

る。 
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